
日時：令和２年６月15日（月）
場所：6階第1・第2特別会議室

第１回 首里城復旧・復興推進会議

【報告事項】

１．首里城復旧・復興に向けた庁内体制

２．首里城復興基本計画策定フロー

３．首里城復元にかかる県の取組

①首里城火災に係る再発防止検討委員会

②首里城赤瓦製造に向けた技術協力



体制：土建部参事、特命推進課長
関係課長（１０課体制）

役割：復旧・復興の諸課題の分析及び検討
関係課で検討Gを設置、課題を検討

庶務：都市公園課（主）、特命推進課（副）

組 織：知事、副知事、政策調整監、関係部局長

所掌事務：復興基本計画の策定に関すること

施策の方針決定・情報共有に関すること

庶 務：特命推進課（主）、都市公園課（副）

① 防災対策検討グループ
② 文化財等検討グループ
③ 歴史まちづくり検討グループ
④ 琉球文化継承・振興検討グループ
⑤ 復旧推進検討グループ
⑥ 復興財源検討グループ
⑦ 誘客対策検討グループ

首里城復旧・復興推進本部

首里城復旧・復興ワーキンググループ

体制：土建部参事、都市公園課長、
関係課長（９課体制）

役割：復旧の諸課題の分析及び検討
関係課で班を設置、事務を所掌

庶務：都市公園課（主）

組 織：知事、副知事、関係部局長

所掌事務：対策の決定、実施に関すること

庶 務：防災危機管理課

① 復旧推進班
② 土木建築班
③ 秘書班
④ 消火分析班
⑤ 募金班
⑥ ふるさと寄附金班
⑦ 企画調整班
⑧ 復元物班
⑨ 文化財班

首里城火災対策本部

首里城復旧ワーキンググループ

１．復旧・復興に向けた庁内体制

班（事務ごとに設置） 検討グループ（課題ごとに設置）
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 R３
１月 ２月 ３月

計画等の策定
★ ● ★

復旧・復興
推進本部

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

復旧・復興ＷＧ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

検討グループ

有識者懇談会
● ●

懇談会部会
● ● ●

進め方確認

現状把握
施策展開

会議の持ち方

各施策内容
の評価

基本計画（案）
への意見

シンポジウム
開催

基本計画（案）
への意見の
とりまとめ

適宜開催

適宜開催

２．首里城復興基本計画策定フロー

基
本
計
画（
案
）

と
り
ま
と
め

基本計画
決定

基本計画
公表

基本方針
策定・公表

２



３

令和２年 令和３年

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

①事実確認
① ② ③

②原因究明
③ ④

③再発防止
⑤ ⑥ ⑦

委員会の開催について
・警察（令和２年１月２９日）及び消防（３月６日）の発表後に第１回検討委員会（３月１８日）を開催。
・【令和２年９月（議会前）】を目途に中間報告を行い、令和２年度内に報告書をまとめる予定。
・令和２年度に再発防止策を策定し、令和３年度以降は管理体制の構築に向けて取り組む。

委員会の開催スケジュール（案）

必要に応じて、追加実施

★中間報告

管理体制の構築までの進め方（案）

首里城正殿等基本設計
（防火設備等の種類、配置）

基本設計を踏まえた
管理体制の検討

実施設計を踏まえた
管理体制の検討

管理体制の
方針の検討
・現在の管理体制の
不足部分の洗い出し

・追加項目等の検討

首里城正殿等実施設計
（防火設備等の詳細）

管理体制の
構築

管理マニュアル
（訓練点検頻度）
（人員配置体制）
（職員の教育）
（設備等の運用）

・基本的な考えの検討 ・具体的な検討

首里城火災に係る再発防止検討委員会（第三者委員会）

再発防止策
(管理体制の方針)

管理体制の
あり方
（訓練・点検）
（管理体制）

整合

管理体制構築検討委員会（技術委員会）

整合

【令和２年度】 【令和３年度以降】

★報告

３－１．首里城火災に係る再発防止検討委員会



沖縄県工業技術センターが行う技術協力
① 調査

• 原料の埋蔵量確認
• 使用原料の調査
• 配合や焼成方法の検討
• 試験体の評価

② 研究
• 正殿破損瓦シャモット（焼粉）を配合したリサイクル瓦の研究

令和２年５月２２日(金) 沖縄県工業技術センター会議室

Ｒ２調査内容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1)原料調査

2)配合検討

3)焼成検討

4)試験体の評価

5)瓦の試作

３－２．首里城赤瓦製造に向けた技術協力

４


